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小学校家庭科では，炊飯に関する基礎的・基本的な知識と技能を身に付けることをねらいとし，米から?に飯になるまで
の変化を実感的にとらえ，炊飯できるようにすることとされている。本研究では，米飯の調理に関する学習のあり方を提
示するために，透明のガラス鍋を肘いた炊飯d支習に泊Hし，小学校でその'夫習を取り入れた授業を実践し，学習効果と課
題を明らかにすることを目的とした。
兵庫県内の小学校2校の5学年を対象にガラス鍋を使った炊飯実習を行い，児童のワークシートから気づきや学びを調べ
たO 事前事後に，炊飯に関する知識，家!逗での調珂の実践状況等について質問紙調査を実施した。その結以，児童の約90
%がガラス鍋炊飯は楽しかったと回答した O ワークシートには，中身の変化や状i'， 調理jゴ法とでき具合との関わりなど
を記述しており，固い米が采らかい米飯になるまでの変化を実感的にとらえていることがわかった。事後，炊飯に関する
知識の正符率は h丹し，ご飯を炊くことができると同特した名ーが増加したが，家!廷での実践には課題が残った。これらの
ことから，ガラス釧Jを用いた炊飯実習には様々な効果が期待できることが示唆された。よりよい授業づくりには，実習の
凶数を増やす，または'夫習後のふり返り活動を充d支させることが求められ，さらに，他教科と連携した学習を行うことや，
実践に向けた家厄への働きかけが必要で、あると考えられる。
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1 .緒言
平成20年に告示された学習指導要領では，小学校の家
庭科は4つの内容で構成されている。その中の「日常の
食事と調理の基礎jでは 指導事項のーっとして「米飯
及びみそ汁の調理ができることjが学習指導要領に記載
されている(第 2章 第8節)。我が国の伝統的な日常
食である米飯の調理に関しては， I炊飯に関する基礎的・
基本的な知識及び技能を身に付けることをねらいとして
おり，米の洗い方，水加減，浸水時間，加熱の仕方，蒸
らしなど，固い米が柔らかい米飯になるまでの一連の操
作や変化を実感的にとらえ，炊飯することができるよう
にするJ と解説されているまた， I観察した結果を
まとめたり，発表したりするなどの活動を取り入れて理
解を深めるようにすることJ. I自動炊飯器による炊飯は
対象としていない」とされている。これを受け，小学校
家庭科教科書には炊飯方法が具体的に記載されており，
また，透明のガラス鍋を用いて炊飯している様子が段階
的(火力・時間)に，図や写真で示されている
一方，現在の家庭での炊飯は自動炊飯器によるものが
ほとんどである。総務省統計局の平成21年全国消費実態
調査によると，自動炊飯器(遠赤釜lH型)の普及率は
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2人以上の一般世帯で82.8%であるしたがって，米
飯の調理に関しては，小学校の家庭科教育の中で，自動
炊飯器を使わずに炊飯を行って洗米や水加減，浸水時間
等を学習するとされているが，ここで学ぶ炊飯は，家庭
での実際の炊飯とは異なっている可能性が高い。このよ
うな現状で，子どもたちがどのように炊飯に関する知識
や技能を身に付けていくのかを調べることは非常に興味
深く，重要である。このような問題意識から，著者らは
大学新入生を対象に，炊飯に関する教育・経験などに関
する調査を行い，炊飯方法の知識は比較的高い割合で所
有しているが，ほとんどが家庭で炊飯に関する知識を得
ていること，また，自動炊飯器以外での炊飯は身に付く
ところまで、は至っていないことなどを報告した 5.
以上のような背景を踏まえ，米飯の調理に関する学習
のあり方を提示することを目的として研究に取り組むこ
ととした。小学校家庭科の炊飯に閲する先行研究では，
実践を通して炊飯を教材とすることの教育的価値を実践
研究により論じたもの 7i また，文献資料から， Iコメ・
炊飯jの学習内容を検討したもの 8) などがある。これ
らでは，小学校における学習が重要で、あることや，日常
をはなれた方法を体験させることによって生活のしくみ
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を理解することにつながることなどが報告されている。
一方，炊飯実験の指導方法や，実験を取り入れた授業は，
どのような目的でどのように扱うのかといったことが課
題としてあげられている。また，炊飯実習を取り入れた
授業で目的を明確にして評価した実践研究は，著者が知
る限り，報告されていない。そこで，本研究では，教科
書に記載されている透明のガラス鍋に着目し，ガラス鍋
を用いた炊飯実習の効果を調べることとした。そのため
に小学校での授業実践と大学生を対象とした質問紙調査
から検討を行った。本稿では，小学校で、透明のガラス鍋
を用いた炊飯実習の授業を行い，その学習効果と課題に
ついて報告する。そして よりよい授業づくりに向けた
あり方についても考察する。
2.研究方法
(1) 対象と授業の実施時期
兵庫県農村部の K市A小学校5学年 2学級の児童74
人(男子39人，女子35人)と都市近郊の K市B小学校
5学年2学級の児童76人(男子38人，女子38人)を対象
とした。 A小学校では平成21年10月から11月にかけてガ
ラス鍋を用いた炊飯の実習を取り入れた授業を 3回(2 
時間x3)， B小学校では平成21年12月に I回(2時間)， 
学級ごとに実施した。 A小学校では家庭科専科の教員が，
B小学校で、は学級担任が授業を行った。
(2) 炊飯実習を取り入れた授業の内容・方法
両校ともに炊飯には透明の耐熱性ガラス鍋を用い， 4 
~6 人の班ごとに炊飯実習を行った。具体的な授業内容
は各学校で検討し，これを実践した。
A小学校の授業の目標と主な学習内容・活動を表1に
示した。 A小学校では，児童が炊飯の工夫や要件を主体
的に学ぶために，これまでからガラス鍋による炊飯を3
回行っており，平成21年度も同様に実施した。第 I回と
第2回では「ふっくらおいしいごはんをたいてみようJ
と題した授業を行った。まず，精米の過程と米の洗い方，
水の分量と計り方を説明した。また加熱については，泡
の様子と火加減の関係を示した掲示物を参考にして行う
ように伝えた。本時のねらいは 米からごはんになる様
子を観察することであることを確認して炊飯実習を行っ
た。強火，中火，弱火，蒸らしのプロセスごとに観察し
たことを絵や言葉で書く記録用ワークシートを用いた。
また， iごはんをたいてのふり返りをしよう」という授
業評価を兼ねたワークシートも用いた。このワークシー
トは次の5項目からなる1.きょうの学習のめあてを
書きましょう， 2. きょうの学習は楽しかったですか，
表 A小学校の炊飯実習を取り入れた授業の概要
小題材 円標 学習内容，活動
第 l回 -言十量カップやスプーンを使って水を 1.説明
ふっくらおいしい i則ることができる。 -精米の過程
ごはんをたいてみ .)Kがご飯になってし、く保子を観察 -洗)K，水の分量とはかり方
ょう① し，記録することができる。 -泡の1恭子を見て火加減を調節すること
(2時間) -鍋の中のあわの状態から，火加減を 2.課題の確認
調節することができる。 「ごはんがたける様子を観察しよう」
3.炊飯の実習
4.試食
5.振り返りとまとめ→ワークシート①の記入
6.片付け
第2回 -米の吸7kの様子を確かめる。 1.米をやわらかくするT犬についての話し
ふっくらおいしい -吸水実験や家庭で、調べたことをもと 合いと吸水実験の提示
ごはんをたいてみ に，工夫してど飯を炊くことができ 2. Jj!lごとに炊飯の工夫を話し合う
ょう② る。 3.課題の確認
(2時間) -鍋の様子を前回と比較しながら観察 「工夫してごはんをたいてみようI
し，記録することができる。 4.炊飯の実習
5.試食，下会犬や問題の碓認
6.振り返りとまとめ→ワークシート②の記入
7.片付け
第3回 -水加減や火加減に注意して，やわら 1.水加減や火加減についての発表
おいしいごはんと かいご飯をたくことができる。 2.課題の確認
みそ汁を作ろう -切り方や加熱JI~序に気をつけて，み 「ごはんといっしょにみそ汁を作ろう」
(2時間) そ汁を作ることができる。 3.みそ汁の作り方についての説明
4.炊飯とみそ汁の実習
5.試食
6.振り返りとまとめ→ワークシート③の記入
7.片付け
1時数は45分。炊飯では透明の耐熱性ガラス鍋を使用
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どんなところですか， 3. きょうの学習で発見したこと
はありますか，どんなことですか， 4. きょうのごはん
はやわらかくたけましたか，どんなごはんでしたか， 5. 
次はどのように工夫しようと思いますか。また，第2回
でも同じワークシートをイ吏用した。
第2回では，第 l回の実習結果や家庭での聞き取り，
調べたことを踏まえ，柔らかく炊くための要因のーっと
して吸水に着目させた。吸水実験を教師が提示した後，
班ごとに炊飯の工夫を話し合わせてから実習を行った。
泡の様子を見て火加減を調節することを指示し，第 I固
との違いを見つけ，鍋の中の様子を詳しくワークシート
に記録するよう働きかけた。試食後，ふっくらしたごは
んを炊くための工夫やポイントと官能評価を発表しあい，
火加減だけでなく吸水もごはんの柔らかさに影響する要
因であることに気づかせた。
第3回では「おいしいごはんとみそ汁を作ろうjと題
し，炊飯についてはまとめの実習とした。また，みそ汁
の調理も行った。
B小学校では， Iおいしいごはんとみそ汁を作ろう j
と題した授業を l回行った(表2)0 A小学校の 3回の
実習を l回で行ったことになるが，著者の知る限り，多
くの学校では鍋を使った炊飯実習は l回であり， B小学
校の実践は典型的なものと考えられる。なお，精米のプ
ロセスや炊飯の手}I貢，みそ汁の作り方などは実習までの
授業で説明，指導を行った。洗米，吸水，火加減と加熱
時間など炊飯のプロセスを示した図を掲示するとともに，
各自のワークシートにも示した。
(3) 評価方法
児童が学習過程で書いたワークシートの記述内容と事
前事後に行った質問紙調査を分析対象のデータとした。
1 )ワークシートの記述内容の分析
表 lと表2に示すように，両校とも授業の振り返りの
ときにワークシートを記入させ，授業後にワークシート
を回収した。ワークシートは複数の内容で構成されてい
たが，その中から本稿では次の2点を分析対象とした。
l点目は，ワークシート①~④に共通したもので，実習
の感想としての楽しさについてである。「きょうの実習
(学習)は楽しかったですかjと質問し， 4つの選択肢
から回答させた。 A小学校(ワークシート①~③)では
楽しかったところ・楽しくなかったところも自由記述さ
せており，記述内容を分類，集計した。また A小学校
では，ごはんの柔らかさを「はい・いいえjで自己評価
させたので，柔らかさと楽しさについてクロス集計した。
2点目は「わかったこと・気づいたこと」である。 A
小学校の第 1固と第 2回(ワークシート①と②)では
「今日の学習で発見したことはありますか。どんなこと
ですかJ，B小学校(ワークシート④)では「ごはんを
たいて気がついたことを書こうjに対して自由記述させ
た。 B小学校では「授業の感想を書きましょう」という
別の項目で自由記述させたところにも気づきなどが記入
されていたので，これらを合わせて分析データとした。
そして「わかったこと，気づいたこと」として，結果
(表4)に示す分類項目を設定して内容を分類した。各
項目に該当する記述をしている児童数を調べた。記述内
容の分類は2人が独立して行い，一致しないところは協
議して決定した。
2 )事前・事後質問紙調査
「ごはんに関するアンケートjとして，事前調査は授
業の2週間前に，事後は授業の 1か月後に行った。いず
れの学校でも家庭科の授業中に教師の説明のもとで記入
させ，事前事後の回答を対応させるために記名式とした。
なお，回答は成績と関係ないことを伝えて実施した。事
前，事後ともに回答が得られたものを分析対象とすると，
有効回答は144(A小学校72，B小学校72，全体の有効
回答率96%)であった。事前調査では，ご飯の晴好，ご
飯の摂取頻度，炊飯経験，炊飯に関する知識，ご飯とみ
そ汁の調理技能，家庭での食事作りの手伝いの全10聞に
ついて質問した。事後調査では，炊飯に関する知識，ご
飯とみそ汁の調理技能，家庭での食事作りの手伝い，実
習後の家庭での実践，食べものやその学習に対する興味
関心の全9問について質問した。このうち本稿では，表
5に示すように，炊飯の知識，ご飯とみそ汁の調理技能
について事前事後比較した。また，実習後の家庭での実
践として，炊飯器または鍋で、炊飯を行ったかどうか，ま
表2 B小学校の炊飯実習を取り入れた授業の概要
小題材
おいしいごはんと
みそ汁を作ろう
(2時間)
円標
・ごはんと米の違いや吸水による米
の変化を調べ，ごはんのたき方や
みそ汁の作り方について考えること
ができる。
-おいしいごはんのたき方がわかる0
.みそ汁を手}I日よくつくることができ
る。
1時数は45分。炊飯では透明の耐熱性ガラス鍋を使用
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学習内容，活動
1.作業の説明と確認
・米の計り方，水加減，火加減
・みそ汁の作り方
2.課題の確認
Iごはんとみそ汁を作ろう1
3.炊飯とみそ汁の実習
4.試食
5.振り返りとまとめ→ワークシート④の記入
6.片付け
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たその理由(自由記述)についても分析した。
統計解析には PASW Statistics 18 (SPSS Inc.)を用い
た。クロス集計後，カイ 2乗検定を，事前事後の比較に
はWilcoxonの符号付き順位検定を行った。
3.結果と考察
山 ワークシートの記述内容からみた評価
中が見えるガラス鍋を使った炊飯実習を行い，児童は
どのような気づきをしたのか，何がわかったのか，また
活動をどのように感じたのかということをワークシート
の記述内容から調べた。
実習に対する感想を調べた結果を表3に示した。 A小
学校， B小学校ともに，ガラス鍋を使った初めての実習
であったため興味関心が高く 「楽しかった」と回答し
た児童が多く， A小学校の第 I回と B小学校では85%
を超えていた。炊飯実習を 3回行った A小学校では，
第2回は第 l回とほぼ同様の実習内容であったためか
「楽しかった」が70%とやや低下したが，第 3回では
「楽しかったjが第 1回とほぼ同程度となった。これは，
感想の内容にみそ汁のことが多く書かれていたので，み
そ汁を実習をしたことも楽しかった要因と考えられる。
一方， I楽しくなかった」と回答した者はいなかったが，
「あまり楽しくなかったjと回答した者もわずかながら
存在した。
A小学校では楽しかったこと・楽しくなかったことを
具体的に書かせたので，この点を調べた。第 1回では，
楽しかったこととして，鍋の中を観察でき，米の変化や
泡の様子がわかったことが最も多くあげられていた (27
人)。次いで、，教師は意図的に吸水について説明しなかっ
たためか，多くの班のできあがりは固いご飯であったに
もかかわらず，固かったがおいしかった(14人)，自分
で炊いたこと，炊き方がわかったこと(14人)があげら
れていた。第2回で楽しかったこととして，中身の観察
をあげた者は少なくなり(5人)，前回より柔らかく炊
けたなどの成功体験が最も多くあげられていた(30人)0
一方，わずかであるが「楽しくなかった」と回答した者
もおり，その主な内容は，ご飯が固かったことであった。
第2回では「まあ楽しかった」がやや増加したが， Iま
表3 実習に対する感想
A小学校
第 l回 1) 第2回 2) 第3回 3)
回答 人 % 人 % 人 % 
楽しかった 59 86.8 43 70.5 57 87.7 
まあ楽しかった 8 1.8 15 24.6 8 12.3 
あまり楽しくなかった 1.5 3 4.9 。。
同特選択肢には「来しくなかったjも設定したが，同手干名はいなかった。
B小学校 4)
人 %
58 89.2 
6 9.2 
1.5 
欠席者と無記入を除いてパーセンテージを示した。
1) n二68，2) n~6' ， 3) n二65，4) n二65
内容頃目
中身の変化
や状況
調理方法とで
き具合との関
わり
?????? ?? 、?? ?
記述例
表4 わかったこと，気づいたこと(ワークシー卜の記述内容)
A小学校 B小学校 3)
-米はちょっとずっ水を吸って大きくなる
.炊いているときに抱がたくさん出る
-中が見えたのでごはんがたける様子がわかった
.あわの大きさがかわってしく
-水がなくなって;，jくのミふくらんだ
-水の量や時間で米のかたさが変わる
-吸水するとやわらかくておいしいご飯がたける
・蒸らす時聞がだいじだ
-火かげんできまる
.炊飯器の巾もこうなっているんだ
.炊飯器よりも早くたける
・ふたをあけない
・時間を守る
-むずかしし、
第I回 1) 第2回 2)
42 4 
(61.8%) (6.6%) 
46 
(70.8%) 
20 
(29.4%) 
42 
(68.8%) 
14 
(21.5%) 
2 
色監l
o 
4 
色白}
6 
(9.8%) 
10 
巳竺迎。
12 8 1 
(17.6%) (13.1%) (16.9%) 
数値は記述した人数と，欠席者と無記入を除いたパーセンテージを示した。 1人の児童が複数の内容項目を記述している
場合がある。
1) n~68 ， 2) n~6' ， 3) n~65 
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た固かったから」とうまく炊けなかったことがややネガ
テイブな回答になっていた。児童の自己評価によるご飯
の柔らかさと楽しさをクロス集計して関連を調べると，
両者には関連が認められ (p=0.003)，固かったことによ
り実習が楽しくなかったようである。
炊飯実習で、わかったこと・気づいたことをワークシー
トの記述内容から調べた結果を表4に示した。 A小学校
の第 1回では，初めて観察する鍋の中の様子を記した
「中身の変化や状況」の説明が最も多く， 42人 (62%)
が書いていた。本時のめあてが，ご飯が炊ける様子を観
察することであったので めあてに沿った記述内容で妥
当な結果と考えられる。水の量や加熱時聞がご飯の固さ
に関わるといった「調理方法とでき具合との関わり」ま
で書いていた児童は20人 (30%)であった。第l回の学
びをもとにふっくら炊くための工夫を考えさせ，それに
基づいて実習した第2回では， I中身の変化や状況jを
説明しているものは大幅に減少する一方， I調理方法と
でき具合との関わり」が42人 (69%) と増加しており，
具体的な操作方法や炊飯の工夫についての記述になって
いた。
B小学校の記述内容は， A小学校の第 l回のものと同
様の傾向で， I中身の変化や状況の説明」が最も多かっ
た。「調理方法とでき具合との関わりjについては約20
%に留まった。また， A小学校で、あまり見られなかった，
家庭で使用されている「炊飯器との対応jについて書い
ている児童が10人(15%)いた。 A小学校， B小学校と
もに，鍋での炊飯は「むずかしいjと思った児童も約17
%いた。
これらのことから，ガラス鍋を使った炊飯実習は，固
い米が柔らかい米飯になるまでの変化を楽しみながら，
実感的にとらえることができることがわかった。また A
小学校のように，実習の回数を重ねると，中身の変化や
状況を述べるものから，具体的な操作方法やふっくら炊
くための要件まで記述していることから，複数回，実習
を行うことが炊飯の原理を理解するためには効果的であ
ると考えられる。
(2) 事前事後の質問紙調査による評価
事前，事後に質問紙調査を行い， A小学校と B小学
校それぞれについて集計し，結果を比較したところ，両
校の回答結果に有意差がなかったので両校のデータを合
わせて分析した(144人)。その結果は表5に示すとおり
である。炊飯に関する知識として， 1:先米時の注意と炊飯
に必要な水の量を質問した。洗米時の注意として，教科
書に書かれている「手早く jを回答した児童については
事前事後聞に有意差が認められ 67人 (47%)から110
人 (76%)に増加した。水量についても事前事後聞に有
表5 事前事後アンケー卜調査の結果
項目 回答選択肢 事前 事後 P 値 1)
人数 (%) 人数 (%) 
洗米時の注意 2) 手甲く 67 (47.2) 110 (76刈 <0.001 
ゆっくり 42 (29.6) 30 (20.8) 
わからない 33 (23.2) 4 (2.8) 
炊飯に必要な水の量 3) 適切 22 (15.4) 68 (47.6) 0.003 
不適切 13 (9.1) 24 (16.8) 
わからない 108 (75.5) 51 (35.7) 
ご飯を作ること ひとりでできる 63 (43.8) 82 (56.9) 0.001 
家の人と一緒 4) 68 (47.2) 58 (40.3) 
できない 13 (9.0) 4 (2.8) 
みそ汁を作ること ひとりでできる 44 (30.6) 58 (40.3) く0.001
家の人と一緒 4) 73 (50.7) 81 (56.3) 
できない 27 (18.8) 5 (3.5) 
炊飯器による炊飯町 した 122 (84.7) 118 (8l.9) 
していない 22 (15.3) 26 (18.1 ) 
鍋による炊飯町 した 43 (30.3) 23 (16.0) 
していない 99 (69.7) 121 (84.0) 
n= 14，設問ごとに欠損値を除外してパーセンテージを示した。
1 )事前事後間， Wi lcoxonの符号付き順位検定
2) i米を洗うときに注志することは何ですか」
3 )事前の質問は「ごはんをたくときに必要な水の量を知っていますか。知っている人はどれだけか書いて下さいJ，
事後の質問は「米80gをたくときに必要な;)(の量は，何グラムですかjである。これらの質問に対する凶答を，i適切」
「不適切Jiわからないjに分類した。
4) i家の人といっしょであればできる」という選択肢である。
5 )事前の質問は「炊飯器(鍋)でご飯を炊いたことがありますかJ，事後は「授業後，炊飯器(鍋)でご飯を炊きま
したか」であり，事前と事後で質問が異なるため検定を行っていない。
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意差があり，適切な回答は事後に68人 (48%)に増加し
たが，適切な回答をした児童はほぼ半数であった。ご飯
を作ること，みそ汁を作ることといった調理技能に関す
る自己評価も事前事後聞に有意差があり，いずれもひと
りでできるという回答が増加した。
実習前，自動炊飯器での炊飯については122人 (85%)
と多くの児童が経験していたが，鍋での炊飯をしたこと
がある児童は43人 (30%)であった。授業後，家庭の炊
飯器でご飯を炊いたかどうかを尋ねると118人 (82%)
と多くの児童が行っていた一方，鍋で炊飯をした児童は
23人(16%)であった。炊飯器を使って炊いた理由とし
て多くあげられていたのは， Iいつも使っているJIお手
伝いで炊いた」といった日常生活でイ吏っていること (58
人)， I失敗しないJI早く炊けるJI楽だ」といった炊飯
器のメリットに関するものは2人)であった。鍋を使っ
て炊飯した理由は， Iもっと上手にごはんを炊きたかっ
たからJI学校で習ったからjといった学習を活用して
実践したいという意欲的なもの(10人)であった。一方，
多くの児童(121人， 84%)は鍋を使った炊飯を行わな
かったが，その理由は「炊飯器があるからJI親が炊か
せてくれないJ(80人)といった家庭の事情に関するも
のであった。また，鍋炊飯はむずかしいと思った児童が
いたことも(表4)，実践につながらなかった理由とし
て考えられる。
以上より，実習後，炊飯に関する知識と技能に向上が
見られ，学習したことを生活に活用しようという意欲を
もっている者は多いことがわかった。しかし家庭で鍋
を使って炊飯をした者は少なく，活用する場がないとい
うのが現状であり，課題である。また，無洗米を使う場
合を除き，洗米は自動炊飯器でも必要な操作であるが，
加水量についての知識は自動炊飯器では必要としないの
で，これらのことが知識の定着に影響していると考えら
れる。
(3) 炊飯実習からみた米飯の調理の学習のあり方と課題
小学校での授業実践より ガラス鍋を使った炊飯の実
習は楽しく，また固い米が柔らかい米飯になるまでの変
化を実感的にとらえることができることがわかった。日
常使用されている自動炊飯器との対応を考えている児童
もおり，家庭生活への関心も高まっていることが示唆さ
れた。実習を複数回行うと，炊飯過程の観察が具体的，
詳細になり，調理方法とごはんのでき具合との関わりま
で考えることができるようになり，理解が深まっている
ことも示された。また，炊飯に関する知識や技能の向上
が見られ，学習内容を生活で活用しようという意欲をもっ
ている児童も多く存在した。このように，ガラス鍋を使っ
た炊飯実習を行うと様々な学びや効果が期待できること
から，米飯の調理の学習には，ガラス鍋を用いた炊飯実
習を取り入れることが薦められる。
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一方，課題もあげられる O 家庭科では「実践的・体験
的な活動を通して，家庭生活への関心を高めること」
「日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身
に付け，身近な生活に活用できるようにすることjを目
標としており，実生活とのかかわりをもたせて学習する
ことが，目標を達成する上で効果的であることが指摘さ
れている Q 。炊飯実習により，家庭生活への関心は高ま
り，基礎的な知識・技能を身に付けるという点は概ね達
成できたと考えられる。しかし，炊飯実習によって「実
感的にとらえjと「炊飯できるようにする」とのつなが
りが必ずしも明らかではなく，体験的な活動から身近な
生活，すなわち自動化された家庭での炊飯にどのように
つなげていけばよいのかという点には課題が残る。また，
学習を通してどのような力を高めればよいのか，そのた
めの活動や支援をどのように工夫するかといったことが
大切である O
米飯の調理の学習には，ガラス鍋を用いた炊飯実習を
取り入れることが薦められ さらによりよい授業づくり
には，実習の回数を増やすことも必要であると考えられ
る。しかし現実には，実習の回数を増やすことは難しい
ので，作って食べるだけの実習に終わらず，実習後のふ
り返り活動を充実させて 知識・技能の定着や実践への
意識づけに対応することが望まれる。また，食育実践で
は，米をテーマとして，社会科や総合的な学習の時間な
ど他教科等と連携した実践も行われているので7¥この
ような実践を年間計画に位置づけて行うことが，米飯や
その調理に関するより深い学ぴや充実した学習につなが
るであろう O さらに実践を促すためには家庭への働きか
けも必要で、ある。
本研究の限界は，中が見えない鍋や炊飯用の文化鍋を
使った炊飯実習での学びや効果を調べていないので，得
られた知見がガラス鍋を用いた炊飯に特徴的であるかど
うかは明らかにできていないことである。しかし，複数
校の実践からガラス鍋を用いた炊飯実習の学習効果を調
べた点に本実践研究の意義があると考える。今後，大学
生を対象とした調査結果と合わせて，さらに米飯の調理
に関する学習のあり方について考察を行う予定である O
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